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日野市
定例記者会見
令和5年5月29日 午前10時から

市役所4階 庁議室



一般会計補正予算（第2号）
専決処分について
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問い合わせ先 財政課

課長 佐藤 ☎042-514-8076
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一般会計補正予算（第2号）専決処分について

1 補正予算の概要

会 計 区 分 補正前 今回補正 補正後

一般会計（2号） 70,625,126 187,062 70,812,188

（単位：千円）

【内容】
①低所得の子育て世帯への支援
・低所得の子育て世帯の子ども1人当たり5万円の現金を支給
・5月下旬より支給を開始

②マイナポイント申請期間延長に伴う相談窓口設置期間の延長
・本庁舎1階に相談窓口を継続設置
・9月末まで

【専決日】
令和5年4月24日（月）



令和5年第２回日野市議会定例会提出
補正予算（案）について
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問い合わせ先 財政課

課長 佐藤 ☎042-514-8076
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令和5年第2回日野市議会定例会提出補正予算（案）について

1 各会計の補正状況 （1） 補正予算額

会 計 区 分 補正前 今回補正 補正後

一般会計（3号） 70,812,188 1,155,571 71,967,759

国民健康保険特別会計（1号） 17,396,489 127 17,396,616

土地区画整理事業特別会計 2,081,672 0 2,081,672

介護保険特別会計 15,963,528 0 15,963,528

後期高齢者医療特別会計 5,416,079 0 5,416,079

市立病院事業会計 10,522,860 0 10,522,860

下水道事業会計 5,924,525 0 5,924,525

合 計 128,117,341 1,155,698 129,273,039

（単位：千円）
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令和５年第2回日野市議会定例会提出補正予算（案）について

1 各会計の補正状況 （2） 主な補正内容

会 計 区 分 主な内容

一般会計

【エネルギー価格・物価高騰への対応】
• 電力・ガス・食料品等価格高騰重点支援給付金の支給
• 障害福祉サービス事業所・介護事業者・民間保育園・私立幼稚園等
への支援 など

【その他経費】
• 子ども医療費助成の所得制限撤廃
• 帯状疱疹ワクチン任意接種への支援
• 不登校児童・生徒に対する支援体制の強化 など

国民健康保険特別会計 • 被保険者証のマイナンバーカード一体化に向けた周知

土地区画整理事業特別会計 • 今回補正なし

介護保険特別会計 • 今回補正なし

後期高齢者医療特別会計 • 今回補正なし

市立病院事業会計 • 今回補正なし

下水道事業会計 • 今回補正なし
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令和５年第2回日野市議会定例会提出補正予算（案）について

1 一般会計補正内容 （1） 歳入予算

予算科目 主な内容 今回補正

国庫支出金
①新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金
②デジタル田園都市国家構想交付金 ほか

762,483

都支出金
①校内別室指導支援員配置事業
②帯状疱疹ワクチン任意接種補助事業
③地域スポーツクラブ活動体制整備事業 ほか

69,151

寄附金 ①指定寄附金（新選組事業） 1,000

繰入金 ①財政調整基金繰入金 315,042

諸収入
①デジタル基盤改革支援補助金
②一般財団法人自治総合センターコミュニティ助成金

7,895

合 計 1,155,571

（単位：千円）
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令和５年第2回日野市議会定例会提出補正予算（案）について

1 一般会計補正内容 （2） 歳出予算

予算科目 物価高騰対策 今回補正

民生

子ども医療費助成の所得制限撤廃 37,840

電力・ガス・食料品等価格高騰重点支援給付金の支給 ○ 649,900

障害福祉サービス事業所への支援 ○ 50,728

介護事業者への支援 ○ 90,758

民間保育園等への支援 ○ 66,096

子ども食堂への支援 ○ 1,960

衛生

医療機関等への支援 ○ 29,527

帯状疱疹ワクチン任意接種への支援 33,395

がん患者へのアピアランスケア支援 600

教育
不登校児童・生徒への支援体制の強化 27,535

私立幼稚園への支援 ○ 30,472

その他 136,760

合 計 1,155,571

（単位：千円）



子どもの医療費助成制度の拡充

～「所得制限」と「一部負担金」を撤廃します～

Topics

１. 
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問い合わせ先 子育て課

課長 飯倉 ☎042-514-8598



制度改正の概要

すべての子どもの健康を守るため、

義務教育就学児（小学生・中学生）および

高校生等を対象とした医療費助成制度における

「所得制限」と「一部負担金」を撤廃します。

（令和5年10月1日から）
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１. 子どもの医療費助成制度の拡充



改正内容

日野市内のすべての子どもの医療保険診療を全額助成することとなります。

➔実施スケジュール
⚫ 令和5年7月～ 新規対象者に申請書を送付、広報・HP等で周知
⚫ 10月 制度改正開始
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1．子どもの医療費助成制度の拡充

改正前
改正後

（令和5年10月から）

所得制限 一部負担金 所得制限 一部負担金

義務教育就学児
医療費助成制度

あり なし
H29.10撤廃済

なし なし

高校生等
医療費助成制度

あり あり なし なし



がん患者への
アピアランスケア助成事業

Topics

２.
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問い合わせ先 健康課

課長 高尾 ☎042-581-4111



がん患者のウイッグ・補整具購入等費用
を助成します

がん患者が、治療を受けながら、自分らしい社会生活が
できるよう応援し、その支援の一つとして外見（アピアラ
ンス）の変化への補整具に係る費用を助成します。

≪対象者≫
・申請日時点で日野市に住所がある方
・がん治療を受けた、または現在治療を受けている方
・がんの治療に伴う脱毛や乳房の切除などにより、補整具が必要な方
・過去にこの助成金、または他の地方公共団体から同種の支援を受けていない方

≪対象品≫
・ウイッグ
・胸部補整具（補整パッド、補整下着など）

≪助成金額≫
・上限 20,000 円
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２.がん患者へのアピアランスケア助成事業



アピアランスケアの内訳
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２．がん患者へのアピアランスケア助成事業

乳がん, 7

子宮がん

（体）, 1

子宮がん（頸）, 1

すい臓がん, 

3

肺がん, 3

大腸がん, 2

消化器が

ん, 1

がん種別

外出や人と会

うのがおっく

うになった, 5

仕事や学校

を休んだり

辞めたりし

なければな

らない, 2

その他, 2

外見の変化による影響

ウイッグ 4

胸部補正具 3

化粧品 1

スキンヘッドにした 1

調査対象：がんカフェ（青葉の会）参加者（18名）

がんの治療に伴う外見の変化に関するアンケート調査結果



帯状疱疹ワクチン予防接種助成事業

Topics

３. 
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問い合わせ先 健康課

課長 高尾 ☎042-581-4111



帯状疱疹の発症の防止と市民の接種費用の負担を
軽減するため、対象となる市民が任意接種にて行う
帯状疱疹ワクチンの予防接種の接種を受けた際の
費用の一部の助成を行います。

≪開始時期≫

令和5年8月を予定

≪対象者≫

50歳以上の市民

≪助成額≫

（生ワクチン）乾燥弱毒性水痘ワクチンは5,000 円を１人につき1回助成

（不活化ワクチン）乾燥組換え帯状疱疹ワクチンは10,000円を１人につき２回ま
で助成
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３.帯状疱疹ワクチン予防接種助成事業

帯状疱疹ワクチン予防接種醸成事業の概要



事業の流れ
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３.帯状疱疹ワクチン予防接種助成事業



インクルーシブ遊具整備に
ついて

Topics

４. 
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問い合わせ先 緑と清流課

課長 髙木 ☎042-514-8307



公園整備の経緯

➔公園整備のきっかけ
⚫ 「第二次日野市ユニバーサルデザインまちづくり推進計画」を策定

この中で日野中央公園へのインクルーシブ遊具の整備とバリアフリー化の整
備を位置づけ

⚫ 日野市における「誰もが遊べる児童遊具広場」の整備方針

東京都の「だれもが遊べる児童遊具広場」整備ガイドラインに沿って整備

を行った

➔ワークショップの開催
⚫ どんな人でも使いやすい公園づくりのため、様々な方の意見を聞くワーク
ショップを開催

⚫ ３～１２歳の子どもを持つ保護者などで構成し、工事発注までに３回開催

⚫ 参加者と実際に公園を見て意見を交わし、参加者の声を反映させた整備案を
作成。整備案を元に再度意見交換を行い、整備内容を決定
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４. インクルーシブ遊具整備について



主な整備内容

➔インクルーシブ遊具
⚫ 複合遊具

友達や保護者と一緒に滑れる幅広のすべり台

⚫ ブランコ（チェアタイプ、円盤タイプ）

寝たままや何人かで一緒に乗れる円盤タイプと、小さな子ども向けのチェアタイプ

⚫ 遊具から落ちたり転んだりしてもケガをしにくいよう、遊具の安全領域にはゴム
チップ舗装

➔バリアフリー化など
⚫ 園路などの段差解消

⚫ 点字ブロック・・・

⚫ ひねりやすいレバータイプの水飲み器

⚫ 寝転がったり様々な使い方ができる縁台タイプのベンチ

⚫ 日差しや雨を避けられる屋根付きベンチ 20

４. インクルーシブ遊具整備について



福祉教育ハートフルプロジェクトを
進めています！

～誰にとってもやさしいまちを目指して～

Topics

５.
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問い合わせ先 障害福祉課

課長 高原 ☎042-514-8991 



福祉教育ハートフルプロジェクトとは

日野市障害者差別解消推進条例の理念であ
る、『ともに生きるまち 日野』の実現に向け、
日野市独自の福祉教材（ハートフルブック）等
を活用した授業と福祉体験を

通じて、子供たち一人ひとりが

“多様性”や“違い”について

考えるきっかけ作りを行って

います。
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５.福祉教育ハートフルプロジェクトを進めています！
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５.福祉教育ハートフルプロジェクトを進めています！

◆日野第五小学校の取り組み（令和4年度）を紹介します！

時期 主な取組

7月
視覚障害のある方との交流
ハートフルブックを活用した授業

9月 アイマスク体験

10月
片耳難聴の当事者との交流（オンライン）
車いす利用者との交流・車いす体験

11月
学習発表会で手話披露（子供たちから発案）
精神障害のある方との交流

12月
認知症家族の方との交流
児童報告会（これまで学んだことの発表）

１月 LGBTQの方との交流

2月 知的障害のある方との交流

ハートフルブックを活用した授業

精神障害の当事者の方との交流

車いす体験
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５.福祉教育ハートフルプロジェクトを進めています！

◆交流や体験を通じた子供たちの感想

◆令和5年度の取り組み

令和5年度は「福祉教育パートナー校」を日野第五小学校に加
えて、日野第三小学校、旭が丘小学校、日野第六小学校、日野第
七小学校にも拡大し、計5校で取り組みを進めていきます。

・アイマスク体験を通じて、視覚に
障害のある人には具体的な声が
けが必要なことが分かった。
・ヘルプマークをつけている人や
困っている人がいたら積極的に
声をかけていきたい。
・相手がうれしい気持ちになる声
がけを意識したい。
・車いすを利用している人が自由
に生活できるまちにしたい。



（仮称）子ども包括支援センター
みらいくロゴ及びキャラクター
を実践女子大学生がデザイン

Topics

６. 
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問い合わせ先 子ども家庭支援センター

センター長 熊澤 ☎042-599-6670



（仮称）子ども包括支援センター『みらいく』について

➔『みらいく』とは？
⚫ （仮称）子ども包括支援センター『みらいく』は令和６年度にオープン予定

⚫ すべての子どもの健やかな成長を

切れ目なく支援する子ども・家庭・

地域の子育て機能の総合支援拠点

として、親しみやすい施設を目指し

子育てひろばや中高生支援の場も

整備予定

➔多くの人に親しみやすく、そして利用の敷居を下げるために！
⚫ 『みらいく』はすべての子どもたちに寄り添う施設

⚫ 『みらいく』の想いを子どもたちにも伝え、そして利用してもらうためには、
視覚的にも分かりやすく、親しみやすいキャラクターが必要

⚫ 施設利用の敷居を下げ、より多くの方に利用してもらえる施設に
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６. （仮称）子ども包括支援センターみらいくロゴ及びキャラクターを

実践女子大学生がデザイン



実践女子大学学生発案、子どもたちの声を反映

➔ 生活環境学科学生2名の発案です
⚫ 日野市は学校法人実践女子学園との子育て支援
に関する連携協定を結んでいます。

⚫ この協定に基づき、実践女子大学にロゴのデザイ
ンを依頼、学生の学びの深化と子育てが豊かにな
る、という双方共通の目標を共有しながら検討し
てきました。

⚫ デザインについては実践女子大学の髙田典夫名誉
教授のアドバイスを受けながら学生2名が案を作
成し、検討してきました。
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６. （仮称）子ども包括支援センターみらいくロゴ及びキャラクターを

実践女子大学生がデザイン

➔市内の児童館の子どもたちに
も意見を聞きました

⚫ 学生さんに作成いただいた案について
は、市内の児童館に通う子どもたちな
どにも意見を聞きながらブラッシュ
アップしてきました。

⚫ 子どもたちの声の例「シンプルさがい
い」、「センスがよい」など・・・



ロゴ及びキャラクターを紹介します！

➔込められた想い
⚫ ３つの色は「常に変化する感情の移り変わり」を青空、
日の出、夕焼けの色で表現しています。

⚫ キャラクターの形状はどんな形にも変化し、どんな人
にも寄り添う『みらいく』を表現しています。
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６. （仮称）子ども包括支援センターみらいくロゴ及びキャラクターを

実践女子大学生がデザイン

➔様々な場面で活躍！
⚫ サインとしての活躍

⚫ キャラクターとしての活躍



日野市
定例記者会見
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